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日警合生活眼十年jは、 20世紀初頭に活躍した中国の伝統演劇・京劇の女形である梅欝芳(メイ・
ランファン1894-1961)が、自らの舞台生活を諾った自伝である。彼の口述を記錯したのは、彼の長
年の協力者で、友人である許姫伝である。
梅爾芳は、学は腕華、京劇役者の一家に生まれた。早くに父母を亡くし、伯父夫婦のもとで育てら
れたo 8歳から京劇を習い、 10)設で初舞台を踏み、その後徐々に頭角を現し、海外でも高い評価を受
けるようになった。日本へは、戦前では1919年と1924年の2呂、戦後では1956年の l問、計3国公演
に訪れ、市)1左団次、守工間勘弥ら歌舞伎役者や、中国戯曲の研究者青木正克博士らと交流している。
なお、本訳注では、『舞台生活四ト年梅蘭芳田憶録j(梅関芳述許姫伝許源来朱家j官記
上下2冊 北京・盟結出版社2006年 1丹)を底本として使用し、適宜旧版(中国戯劇出版社 1987 
年)も参照した。訳文は、本学教育学研究科の大学院生濯龍、慮致のレジ、ユメ及ぴ土屋のノートをも
とに、土屋が訳注をつけて全体をまとめた。したがって、本稿の資は土屋にある。訳注の作成におい
て参考とした文献は、末尾にまとめて記した。本文中の注は、原注は()、訳注は()で示し、腕i注
は、特に注記がないものは訳注である。本稿では、第一集第一章から ーまでを訳出した。
第一葉
第一章 遼東額屈での談話
1950年6月9日の早朝、私(許姫伝)は梅先生とともに北京に到着し、李鉄拐斜街2の遠茶飯店に泊まっ
た。その晩、夜風が網戸から入ってきて、一日の暑さをすべて吹き払い、旅の疲れを癒し、頭をすっきり
i 佐賀大学文化教育学部日本・アジア文化講座議締
2 佐賀大学大学続教育学研究科教科教育専攻問語数育専修夜学
3 佐賀大学大学院教育学研究科教科教育専攻国語教育専修在学
i 北京にある通りの名。天安門広場の商にf支援する前門から、潟東へ斜めに伸びる。現在は鉄樹斜f主?という。遼東奴!古は、
攻守笠も鉄樹終街にあるホテル。余談だが、佐交!祭出身のi1J二家中林祷fすが北京を訪れた際寄宿したのが、ヰ芸鉄拐斜街にあった
ゴドi喝事が経営する銀行の2階だ、ったという。
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させてくれた。私たちニ人は向かい合ってソファにすわり、東鴻記(北京にある有名な茶葉を売る自の名)
のジャスミン茶を滝れでゆっくりと飲んで、いた。
梅先生は替った。「吉村臣伝さん、ちょうど56年前、私はこの小諸で生まれたんです。」私がどの家なのか
尋ねると、「ちょうど向かいの、三、臨軒限てたところです。明B教えますよ。」そう苦うと、彼はティ
カップを持ち上げて、静かに子供の頃の記憶の中へ入っていった。
私は雷った。「梅先生、あなたは芸の道で40年間奮翻してきました。本を書くべきですよ。詳しく記録
して、後世の演劇関係者のために参考となるように残すんで、すよ。」
梅先生は、「私はったない修業中の身で、十分な才能もなく、すべて苦労して学んできました。私の芸
能生活は、普通の芸人と何ら変わるところはありませんO 夜、はうまいやり方が分かりませんし、近道をす
るのもうまくありません。わたしは称賛の言葉は好きではありません。この数十年来、多くの先生と友人
が率直に私の欠点を指摘してくれたので、すぐに誤りを正し改善することができました。彼らは私を理解
してくれた人々です。j
私は「あなたの心からの言葉ですね。あなたの仕事上の経験と精神的な体験をこんなふうにありのまま
に書いて、のちの芸人に伝えることが出来れば、非常に必要な仕事になるはずですよ。」
梅先生は、「私は王子凡な人間で、なにもお話しできることはありません。芸術上では、今日もまだ苦労
して勉強している小学生で、 f云記を書くほどのものはありませんよ。J
私は、[謙遜することはありません。近代の演劇界では、あなたは非常に重要な地位にあるのですから。
あなたは清の光緒申午の年(1894)、日本からの初めての砲撃2が全国の人々の心を震動させ、開明の志士
たちが維新運動を推し進めるために、まず戊戊の政変3を起こし、つづいて庚子の排外運動、辛亥革命、
また箪関が政権を擦り、最後は抗日戦争、解放戦争がありました。このわずか数十年間は、数千年の歴史
の総まとめではありませんか。旧社会から新社会への脱皮をし、単純な生活から護雑な生活に入りました。
演劇の側聞からいえば、保守的な時期から、革新の時期へと変化しました。あなたはこのただ中にあって
先人を受け継ぎ後学に伝えた人で、す。あなたは芸術上の造詣が深いだけでなく、舞台芸術をより複雑で豊
富なものにしました。ですから、あなたの舞台生活の記録は、今後の演劇関係者に対して、参考となるべ
き{耐産があると思います。j
梅先生は雷った。「わたしの一生の経歴における出来事は多すぎて、すぐにはすべてを思い出すことは
できません。古くからの友人も各地に散っていますし、参考となる書籍もあちこち持ち歩くことはできま
せん。本当にこ十四史のようにどこから話したらよいかわかりません。」
私は「ではまずあなたが憶えていることから書き始めて、あとで続けて修正したり補充したりしましょ
う。私たちは金銭出納棋のような書き方ではなく、思想録ふうに、思い出したら書いて、前後の時間はあ
まりこだわりすぎないようにしましょう。大事なのはあなたのふだんの芸術における経験と心構え、修業
時代のつらい過程を、詳しく正確に記録し、完全な記誌とすることです。j
梅先生は、「私の一生は、 3つの時期に分けることが出来ます。一、修業時代、ニ、古装・時装4を試み
た時期、三、海外公漬をおこなった時期です。夜、を支えてくれた友人、同業の先輩のほかに、戯郎家、文
学家、甑家、考証家、彫刻家、……彼らは最大限の努力を払って、私を教育し、育て、励まし、支えてく
2 日清戦争を指す。
3 1898年に起こった清朝の政変。日清戦争の敗北から危機感を強めた康有潟らが推進した政治改革遂動。光緒形は康有主主ら
の送設を入れ改革に着手したが、各地の大宮が抵抗したため実施されず、西太后による保守派のクーデタにより失敗。康有
鏡、梁啓超は日本に亡命し、諮綱同ら 6人は処刑された。
4 古装とは、古装新戯ともいい、伝統的な舞台衣装ではなく、古い絵爾や彫刻などを参考にして新たに衣装をデザインし、
新たに脚本も作られた。 1915年以降、戯曲改良の風潮のゆで、梅翻芳とそのブレーンであった斉如山 (1876…1962)らが協
力して始めた。時装とは、時裟新政ともいい、 1青オミに現れたさ当持の服装で、現実生活をi寅じた新編劇である。
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れました。これらの人々はそれぞれ異なる性棒、独特の才能を持ち、私のために行き届いたさまざまなプ
ランを立ててくれたのです。彼らの啓発と指導を得たことで、私の芸術は日々豊かになりました。これは
みな忘れることは出来ません。j
この夜の偶然の閑談は、夜、と彼の!日友たちが長年心に抱き続けてきた壮大で、困難な仕事を、思いがけな
く書き記す計闘を決めたのだ。
彼は言ったoI許姫{去さん、こうしましょう。これからは、私は思い出したら話しますから、あなたは
それを書き留めてください。この仕事は私たちが絶えず協力をしてこそ成し遂げられます。長距離走のよ
うに、根気がなければ目的地に到達することは出来ません。j
f幼いころのことは、記'1意がはっきりしていないところがあります。秦誰芽おじさんに嫁いだおばさん
がいて、物知りですから、彼女に開きに行ったらいいですよ。彼女は祖父の末娘で、現在すでに70歳を越
えています。夜、が4歳の時に父が亡くなって以来、彼女は最大限の努力を払って私を守り世話をしてくれ
たのです。披女の息子秦叔忍は印糊業を営み、能力があり、親切な人柄なので、彼女の老後の暮らしはか
なり快適で、体も丈夫で、彼女のようなお年寄りがいまも孫のために靴底を諮ってあげているくらいです。
秦家の家族は孫公園の小路に住んでいて、ここから遠くありません。あす私はもともと彼女に会いに行く
つもりでしたから、一諸に行つでもかまいません、ついで、に昔のことも話しましょう。J
第二章梅家の往事
一 塁審家のおばさんに会う
日呂、私たちは遠東飯脂を出て少し歩いたところで¥梅先生は向かいの古い家を指さしながら、 fこ
こが夜、が56年誌に生まれた場所です。Jと言った。話しながら、憐の華畠製版局に彼の従弟である秦叔忍
を訪ねた。秦叔忍の話では、この家は2年前に彼らは製版工場を広げるために買おうと思っていたのだが、
後に協議価格が合わないのであきらめたそうである。
秦叔忍は、私たちと挟西街の患、成居という屈で落ち合う約束をした。ここは広東料理屋で、店長から給
仕まで梅先生を知っていて、みな親切に挨拶をする。料理人は梅先生が来たと聞いて、腕によりをかけて
料理を作ってくれた。その日の食事は、大変おいしいものだ、った。食事の後、私たちはゆっくり歩いて、
秦家に着いた。
秦家の建物は、北京式の毘合践5である。秦おばさんは母屋に住んで、いた。彼女は階段で「中へどうぞ。J
と言いながら私たちを出迎えた。彼女は梅先生を見ると、まるで母親が遠方から帰ってきた息子に会った
かのように喜んだ。梅先生は了寧に彼女に挨拶した。秦叔忍はいそいで煙台(山東省にある地名)のリン
ゴと上等なジャスミン茶を持ってきて、私たちをもてなしてくれた。この部農の内装は、まだ北京城の30
年前の様子をとどめていた。壁際には紫誼のテ…ブルが置いてあり、その真ん中に目覚まし時計が置かれ、
そのそばに詑西磁器製の帽子置きがあった。おそらく秦おばさんの嫁入り道具なのだろう。壌に掛けられ
ている書画の中には、秦稚芽の遺墨もあった。
〔原注〕秦誰芥の幼名は“五九"といい、女形の役者であった。武術に精通し、書法にも長じていた。
孫過庭(中国唐代の書家)W書諾jの臨書にとくに優れていた。控史研究を女子み、 f資治通鑑jを熟読
していた。梁任公、羅撲公(1880-1924京劇作者、詰=人)、議鉄珊と手紙のやりとりをし、義を重ん
じる人柄で、昔の侠士の嵐があった。
5中国の住宅形式の一つ。中央に中庭を臨んで、東西南北に建物を配霞し、北側の建物が母震になる。中間の北方によく見
られる。
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秦おばさんは優しく穏やかな老人だ。披女の顔立ちは梅先生とよく似ているほかに、体格からみても、
若い頃もきっとふっくらしていたのだろう。
梅先生は腰掛けを彼女の向かい側に置いて座ると、話題を徐々に梅家の昔話に持っていった。私たちは
お茶を飲んだりリンゴを食べたりして、彼女が語る幼い頃の梅先生の物語に静かに耳を傾けた。
秦おばさんは言ったor腕華(梅i顎芳の字)は李鉄拐斜街の梅家の家に生まれました。その時、私の父
は何年も前に亡くなっていました。腕華の父竹穿は私のニ番目の兄です。正義惑が強く、温摩な人柄でし
た。見崩6、皮策7などは全部竹芽の父親(梅巧玲 (1842-1882)清朝の京劇俳優。女形。開光十三純(同
治・光緒年間の優れた役者13人を集めた人物群像溜)に描かれた一人)から学びました。惜しくも20代で、
その家で亡くなりました。 I腕華は当時4歳になったばかりで、もう父のない子になってしまいました。彼
の母親は有名な武生(荒事師)の楊隆寿 (1845-1900)の娘で、正直で温厚な人で、した。 被女と私の次兄
はとても似合いの夫婦でした。j
f私の父(梅巧玲)が亡くなった後、私の長兄と兄嫁(梅雨悶8夫婦)が家を支えました。旧社会の考
え方では男尊女卑が普通で、はありませんか。私の兄嫁は何人か子供がいましたが、女の子ばかりで、男の
子がいませんでした。!腕棄が名義上再家の跡継ぎを兼ねていましたが、時心地は決してよくなく、そのた
め披ら母子はつらい日々を過ごしていました。披が15歳の時、母親も亡くなりました。」
秦おばさんはここまで話して、梅先生を指差しながら私たちに「彼の幼いころ、食事や衣服などは私た
ちもそばで麗倒を見たのですよ。Jと言った。
夜、は秦おばさんに「一番上のお兄さん(梅時田)は非常に高慢で性格がひねくれていたそうですが、披
のことを少し話してくれませんかJと尋ねた。
「そうです。」秦おばさんはいった。「彼は変わり者で、性格がひねくれていて付き合いにくい人でした。
彼は芸に関することはすぐに習得してしまうので、確かにすばらしい芸術の才能のある非常に賢い人でし
た。 設は清の宮廷に仕えたことがあり、語表培先生9のために長年伴奏を担当しました。関先生の節間し
に彼の京鵠(京劇の伴奏楽器の一つ。高音域の胡弓)を加えると、まるで、美玉に真珠を連ねたような最も
理想的な名コンピでした。でも、彼らはよく欄癒を起こして別れると言ったかと思うと、すぐまた仲直り
していました。彼が譲先生のために伴奏すると、語先生は気持ちよく歌うことができ、彼自身もやる気を
出しました。だから彼らは別れることはできなかったのです。もし語先生の百代公司から出したf洪羊j隠」
と「売馬J10のレコードを見付けられたら一一これはどちらも諦先生が唱い梅雨田が伴奏したものですが
ーーイ半奏と唱が溶けあいひoったりと息のあった演奏を聴くことが出来ます。長兄はその生援ずっと京胡を
弾きましたが、そのレコード一枚しか残しませんでした。その他の語先生のレコードは全部別の人が伴奏
したもので、彼が弾いたものではありません。J
〔原注〕陳彦衡1先生はかつて語表培、梅雨国のコンビについて話してくれたことがあった。
の節朗しは、程長庚、余三勝、王九齢12などの長所を総合し、さらに体得し融合することにより作り
上げられた独特の風格を備えた臨調の芸術です。同時に、京拐の梅南田と板鼓(京劇の伴奏楽器の一
6 中国の伝統泌総の一つで、J6劇ともいう。江南のJi山が発祥の地で、横笛によって伴奏され、ゆったりとしたテンポ、典
雅でやや難解な歌詞が特徴である。京劇役者は、ふつう昆劇も問時に修業する。
7 “皮"はiJ!i皮、“祭"は二鋒といい、それぞれ京劇成立の母体となった地方総の重要な節回しで、現在の京劇でも佼われて
いる。したがってここでは、京劇のことを指している。
8 梅雨回 (1869-1914)、名は啓勲、梅巧玲の長子で、梅i菊芳の伯父。京拐の名手であった。
95事選堵 (1847-1917)、本名{立金福、霊童培は字。京劇俳{姿。老生(立ち役)を専門とした。
10 r洪羊潟Jr売馬jいずれも京劇の演目。
1 陳彦衡 (1868-1933)、問JlI笈資の人だが、長く北京に暮らした。官僚の家に生まれたが、京劇を好み、京胡や太鼓の優
れた楽締で、あっただけでなく、俳優の教育でも俊秀な人材を脊てた。
12程長庚 (1811 1880)、余三勝 (1802-1866)、玉九齢 (1817-1885)は、清朝末期に1舌躍した老生(立ち役)の京劇俳俊。
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つO 片面に皮を張った小太鼓。拍子をとる)の李五(李套林)はいずれも当時の傑出した人材でした。
彼ら三人は皆独特の芸術と誇り高い性格を持ち合わせていました。表部上はお互いに教え合おうとし
ませんでしたが、舞台の上では、唱う者、弾く者、打つ者が、膝の如く漆の如く、すきまなくぴった
りと息が合っていました。ぶつかり合うということは一度もなく、これは一つの奇跡でした。しかも
語先生は、舞台では毎回J高い方をしばしば変えて一定しませんでした。それは一種の規則的な変更で
した。彼は事前に梅、李の両人に、今日はどの節屈しで唱うのか伝えるとは限りませんでした。しか
し、どんな唱い方であっても、梅の京胡はいつも落ち着いて謹の呼吸を引き立たせ、李の板鼓も決ま
りがあるかのように拍子をとって、舞台上の劇団員全員をコントロールしていました。J
だから、陳先生の考え方によると、京劇の老生という役柄は、単純の装術から援雑な境地に入り、
語義培の段階に到達したところで一つのピークの極めたと
頂点である。
るだろう。つまり、その段踏の最後の
陳先生の音楽における素質も非凡なもので、京拐という楽器について造詣が深かった。当時、普通
の京胡演奏者は、まったく被の眼中になかった。一生涯ただ梅雨国からだけ教えを受けていた。だか
ら、彼のすばらしい京胡の演奏技巧が、梅雨田から学んだものであることはよく知られているところ
である。彼にはもう一つの技能があり、それは李五(李套林)から学んだ板鼓であるが、このことを
知っている人はあまり多くない。仲間内では、板鼓の打ち方の巧さは李五から学んだものだといまだ
に称賛されている。「打鼓罵曹(太鼓を打って曹操を罵る)J 13という演自では、 f夜深沈(夜は深く)J
という唱で板鼓の伴奏がある。当時楊宝忠、 (1900-1968)が演奏していたころ、彼が打つ板鼓が最も
優れていたと私は記憶しているが、それこそが瞭彦衡先生自ら教えを授けたものであった。
何度(梅罷田)は京胡のほか、笛も上手いですし、桜鼓を打つこともできました。演劇に関する楽器で
できないものは無く、そのうえ、絹通していないものもありませんでした。当時、北京では多くの貴族が
彼から京劇を学んでいました。例えば、紅豆館主の倒五爺勺土彼の家のよ客で、しょっちゅう彼に教えを
請いにやってきて、期日ごとに彼にお金を送っていました。しかし、被はお金に関しては、あまりこだわ
らないほうでした。」
〔原注〕鴇幼偉先生がかつて話したところでは、彼があるとき梅雨自の家で調談していると、薄商関
(前出の{周五爺のこと)がやって来た。 i専は清朝皇族の一人だ、ったのだが、そのとき梅時間は彼に対
して非常に気楽に接し、顔を合わせると互いに請安の挨拶をした。語安は旗人(清朝の主主事組織八旗
に所属した者を指し、各種の特権を与えられていた)の最も普通の挨拶である。それとは逆に、偶五
爺は彼に対して謙虚な態度であった。彼らはしょっちゅう音楽、節回し、昆曲、京劇などに関するこ
とで討論していた。毎回梅雨田の答えや指示をもらうと、満足して去るのだった。
私は秦おばさんに「梅家は一時期非常にお金に閣ったことがあるそうですが、どういうわけですか?梅
巧玲先生にはいくらか遺産があり、同時に、梅雨出先生の京胡の伴奏もかなり給料がもらえたでしょうか
ら、それなら家計を支えることはできるはずですよね。Jと尋ねた。
秦おばさんは、「父親は亡くなった後、十何間の家屋を遣しましたから、普通に家庭生活を維持するな
ら、もともと問題はありませんでした。しかし庚子の年 (1900)外国の兵士が北京を侵略し15、北京の人々
13 r三国志i貸義j にもとづく淡目。あらすじ:処士の禰衡(でい・こう)は孔融に推薦されて~f擦のJGへ行くが、警擦が干し
をもって遇しないため、容を尖らせてそしった。元.ELにE互換は若手使ととも宴会を催し、禰衡を太鼓をnpく楽部に任じ、 f皮を
努めようとした。ところが矯衡は、逆に素っ擦になって太鼓を叩きながら習採を潟ってみせ、逆に寄擦に恥をかかせた。
日愛新党緩鴻 íl司(1877-1950) 、字l土原策、商問、号は紅'ii館主。父譲~i台は、乾隆子奇書~ll子成親王永窯の曾孫。幼年より戯
曲に殺しむ。 1930年から清華大学などで数殺を執る。 1935年以降は国民党の幹部なども歴任。 1950年6丹、上海にで逝去。
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のほとんどが重大な損害を被りました。同時に劇団も長期陪停演の状態が続いたため、支出ばかりで収入
がなかったので、産して食らえば山も空しで、家はだんだん落ちぶれていきました。私の長兄は京胡の伴
奏で得られる収入があまりよくなしただ讃先生の挽年の声望で、彼の待遇はやっと高くなりましたが、
最初は普通の舞台の出演料と大して変わりませんでした。彼の京胡の収入に頼るだけでは、このような大
家族を養うことは出来ません。彼の一生はすべて芸術に投じられ、家計に対する計頭性は全くありません
でした。彼のそのような性搭では、理財ということは全然わからないので、こんな赤字の生活を送ること
になりました。長い照このようになんとかして過ごし、腕華が有名になって家庭の生活費用を負担するよ
うになってから、京をi斉j犬況はだんだんよくなりました。j
「北京に入城した外国兵のひどいありさまは、それは本当に生涯忘れられないことです。誰の家にあろ
うと、彼らは気が向いたら入り込みました。箪笥や箱をすべて百iっ繰り返し、財物を略奪していきました。
一人出て行ったかと患うとまた一人入ってきて、きりがありませんでした。私と続華の母親は年が若かっ
たので、もっと恐れていましたO 毎日変装し、煤を顔に塗り、人に見られないように奥に隠れていなけれ
ばなりませんでした。その後、私たちが住んでいた百}1l'l胡伺は、家屋の奥行きが狭いために外国兵が容易
に侵入できるので、とても安全ではないと感じ、家族はそこを立ち去って腕華のおじいさん楊隆寿の家に
住むようになりました。しかし、一日中京劇の大道具置き場に隠れることもとても辛いことでした。ある
時、外菌兵が見に入ろうとすると、楊おじいさんはどうしても許そうとせず、 も通じなかったので、
ついに衝突が起こりました。兵士がピストルを殺り出して脅かしても、楊おじいさんは取り合いませんで
した。その事件で楊おじいさんが受けたショックは大きく、まもなく病気で亡くなってしまいました〔楊
おじいさんの死はその年の七月二十五日でした〕。当時北京に住んでいた女たちは、皆なんとかして克つ
けられないように隠れていました。ある人は終日最根の上に隠れて、お茶、御飯なども他の人に届けても
らって食べていました。例えば、鳳ニ爺〔王瓶郷 (1883-1959 京劇の俳優。老生)Jの家でもそうして
いました。J
「梅先生が幼い頃、このようにしまりがなく落ちぶれた家庭に生まれて成長してきたにもかかわらず、
家業を盛んにさせたというのは、本当に容易なことではありませんね。j私は話題を戻した。
f腕撃の幼年時代の不遇は、冷淡にされたり、無視されたりすることを受け尽くしたことでした。暗い
雰由気の中で生活して、家庭の混もりを得ることはできませんでした。 10歳になる前のある時期、彼には
しつける人が一人もいなくなってしまいました。今思、彼はすでに世界中に名を知られ、芸術的に成功し
ていますから、一殻の人の想像で、は、幼年の彼はどんなに聡明で利発で¥普通の人たちと違っていたはず
だと思うでしょうが、実はそうではなかったのです。彼の幼いときには、素質については決して器れてい
ませんでした。披が8歳の持の事について私はまだ覚えていますが、有名な小生朱素雲 (1872…1930)の
兄さんが呼ばれて彼に演技を教えることになりました。当時、修業の初めには「二進宮」と「三娘敦子J
といったよく知られた簡単なものを教えていました。四勾の唱を長時間教えても、うまく歌うことができ
ないなんて誰が予想したでしょう o ~随筆の進歩があまりに運いのをみて、米さんは彼が修業しでも見込み
がないと思って、“ご先祖は君にご飯を食べられるようにしてくれなかったようだね"と言って、不機嫌
そうにして、二度と教えに来ませんでした。 腕撃が有名になってから、ある時楽屋でこ人が会いました。
“あの時、全く私の盟はふしあなでした!"と朱さんは申し訳なさそうに ました。“そう ないで
ください。私はあなたから受けた影響はとても大きいものでした。あなたに罵られなかったら、発奮して
15義和団事件のこと。日i常戦争後、列強の俊田告が強くなる中で、これに反対する人々 が1898年ごろ排外逃動を開始、外回公
館を襲うなどし、清朝もこれに賛成する立場を取った。これに対し、英・露・独-位、・米・日・伊・ 1爽8カ関の迷合気が出
兵し、北京に入城した。
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苦学しようとは思わなかったでしょう。"このことから、彼の成功は被が聡明であったからではなく、彼
の苦学によるものであったことがわかるでしょう。」
「彼の子供の頃の顔だちも普通で、小さな丸顔でした。ニつの自は、まぶたが垂れているために、目の
動きを表現できませんでした。その上、人に会っても、うまく話せませんでした。当時の彼について、
査に8文字で表せば、“言不出衆、貌不驚人! (言葉は人並み、器最も十人並み)"でした。j私達はここ
まで開いて、振り返って梅先生に微笑みました。梅先生は真面白に ました。 f伯母の話はそのとおり
ですよ。確かに当時の私はそのような姿でした。伯母は私の成長を克てきましたから、私の事について、
私より詳しいですよ。j
秦おばさんは部屋の中の人が皆笑っているのを見て、また続けて話しました。「まだ話しますから、続
きを開いて下さいね。不思議なことは、彼は18歳から、容貌が一日一日と美しくなり、京劇の知識に対し
ても一日一日と理解が深まってきました。彼が20歳績になると、もっとみずみずしい姿になりました。同
時に、演技についても、将来の基礎を留めていました。」
ここまで話すと、すでに12時を過ぎ、私たちは秦おばさんも疲れていらっしゃると感じたので、梅先生
は立ち上がって、 fおばさん、お疲れでしょう、お休みになってください。翌日、また詳しく話しを開き
に来ましょう。」と雷った。私たちこ人は秦さんから懐中電灯を借りて、暗い胡開(ブートン。北京の路
地をこのように呼ぶ)をゆっくり歩いて帰った。
ニ損母16の思い出
ホテルに帰ってから、梅先生は寝巻きに着替えながら、「私のおばはあんなに年を取っているのに、五
十年前の!日事を話すと、まだ…つ一つ筋道が通っていて、絵のようにありありと詳しくて、年配の方の記
憶力は本当に私たちより優れていますね。」と言った。私は、「今自、あなたのおばさんは本当に多くのこ
とを話してくれました。あなたのおじいさんの経歴について、もう少し知りたいのですが、子供のころに
開いたことがあるはずですよね。J
「あります。Jと梅先生は答えた。 f私の祖母が詳しく話してくれたことがありますが、もう四十数年に
なります。今でも私の記'1意にしっかり残っています。詳しく話すなら、少し考えさせてください。J
この時、梅先生はちょうど蓑替えが終わったので、それぞれお茶を入れ、煙草に火をつけ、ソファに向
かい合って腰を掛けた。
梅先生は言った。「子供のころ、私も普通の子供と同じように、お正月は持ち逮しいものでした。新し
い月良を着たり、新しい靴に履き替えたり、さいころ遊びをしたり、雑持〔北京の食品の一種で、さまざま
な飴を混ぜて作ったもの〕を食べたりし、これらのものに興味津津でした。あれは私が14歳の時のことで
した。!日j替の12月の初めから、風も雪もずっと激しくて、 24日になってから、やっと晴れになりました。
その日はちょうど小年の日で、;壌竹を買って鳴らし、祖母を囲んで一緒に御飯を食べ、この日から新年の
準備に入り、すべてのものがもうすぐ非常に賑やかになるのです」。
「大梅Bの夜は、例年のとおりご先祖をお記りしてから、大日毎日の晩飯を食べます。私は供物台の真ん
中に供えられていた先祖の位牌の横に、もう一つ江姓の人の小さな位牌が安置されているのが自に留まり
ました。これは私には理解できませんでした。無邪気な子供は好奇心を押さえられません。『どうして梅
姓の者が、江姓の人をお杷りしているんですか。jと私はわれ先に行って祖母に聞きましたorこれはおま
えのおじいさん(梅巧玲)が生きていた持からのしきたりだよ。私は寵る必要はないと思っているけれど。
16原注:梅隠j芳の祖母際夫人 (1841-1924)、小生(若い男性の役柄)役者i域金爵の娘。
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長い話だから、食事の後に、詳しく教えてあげようJ こう雷ったときの祖母はつらそうに見えました。
その後、みんなで祖母を囲んで年越しの食事をしたときも、祖母はいつもの年とは違って、楽しそうな様
子ではありませんでした。さっきの話が、祖母に心配事を引き起したのかもしれないと思って、自分が軽
率にも大日毎日に桂母を悲しませてしまったと後憶しました。J
f私は一番最後に彼女の部屋に年末の挨拶に行きました。彼女は私を見るとすぐに、『賢くなりますよ
うに。一歳大きくなって、おめでとうJ と ました。 fおばあさん、ありがとうございます0.1と私は
ました。彼女は微笑んで私の手を51いて、{穿らの四角い腰掛に駆らせました。家々に爆竹が鳴って、
新年の雰囲気が満ち溢れていました。」
「彼女が苦いました。『お話もだんだん大きくなってきたけれど、家の事についてはまだちゃんと分かっ
ていない。私がまだ元気なうちに話して聞かせよう。お前のひいおじいさん(梅鴻浩)は泰介i域に小さい
腐を開いて、さまざまな人物や仏像の木彫を売っていたらしい。ひいおじいさんには3人の息子がいて、
おじいさんは長男だ、ったが、 8歳のとき江家の養子になった。江のおやじは蘇ナ1'に住んで、いて、息子がい
なかったんだ。最初は寵しくおじいさんを扱っていたが、その後、後添いを迎えて、恵子が生まれた。新
しい奥さんはおじいさんが邪魔になってしまったのだよ o.lJ
rある日、彼女が部屋のストーブの上で土鍋を使って肉の醤油煮込みを作っていたのだけれど、おじ
いさんがうっかり引っくり返してしまった。幸い誰にも見られなかったので、おじいさんも恐れて誰にも
なかった。みんながこの事件について追及すると、おじいさんが履いていた靴の底に煮汁がついてい
たので、たちまち大騒ぎになった。罰として、三日三晩食事を与えないことになった。運良く江家のコッ
クは良心があり、はすの葉にご飯を包んで、こっそり届けて食べさせたので、それでやっとこの難践を乗
り越えた。後に、子供を買って芝居の修業をさせるという人質いたちが蘇ナHにやって来た。江のおやじは
先に人買いと交渉しておき、おじいさんに芝居の修業をしたいかと開くと、おじいさんは二つ返事でやり
たいと答えた。道理であのコックが訴から密かにおじいさんにはやく江家から離れて行くように知らせて
いたわけで、さもなくばあの女に早晩いじめ殺されていただろう。.IJ
rおじいさんは還が本当に悪かった。披が1歳の時人買いから福盛斑に転売され弟子になった。玉I主
の楊三喜は弟子を虐待することで、有名だ、った。おじいさんは朝から晩まで、罵られたり、打たれたりして、
しみを嘗め尽くした。jJ
r当時、弟子を取る気風が盛んで、弟子を段ることも普通だった。姉佐は不機嫌な時には、弟子に当
り散らした。最も憎むべきは楊三喜がいつも硬い木の板でおじいさんの掌を叩いたので、おじいさんの掌
の紋様がついに平らになってしまったことだ。なんと残忍なことだろう。ある年の大晦日の夜には、
喜はおじいさんにご飯を食べさせず、そしてー碗のご飯を床f:51っ繰り返すと、おじいさんに孫の楊元を
抱えて床のご飯の粒を拾って食べるように命じたことがあった。おじいさんが弟子を取るようになってか
ら、楊元も私達の家に芝居を教えて来ていた。彼が弟子を段ったので、おじいさんは、“ここは揺盛班じゃ
ない、私はあなたが他人の子供を乱暴に扱うのを見ていられない。いっそどうぞ滞ってください。"と彼
た。その後、楊元がある絹で亡くなり、世話をする人が誰一人いなかったので、結局はやはり我が
家が納指してあげたのだojJ
r彼の二番目の師匠は夏自践で、この人も弟子を虐待するのが好きだ、った。おじいさんはそこで何回
もひどく段られた。受けた苦しみは、誰が開いても憤らずにはいられないものだ、った。jJ
一九自の師底の羅巧福勺土、もともと楊三喜の弟子で、ずいぶん前に修業が終わっていた。彼もまた
17緩巧福(生没年不詳)、学笑{UJ。北京の入。女形役者で、長く回答涯に所属した。
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を取っていた。おじいさんが夏家で苦しんでいるのを見て問'請し、お金を払っておじいさんを引き取っ
てくれたので、これから羅家で安心して芝農を学べるようになった。羅巧掘は弟子に非常に{愛しく、教え
るのも真面自で、特におじいさんに自をかけてくれた。食べ物や衣服など、小さいところまで気を担った。
おじいさんはやっと楽になり、出世する希望を持つことが出来たのだoJ
r彼は初舞台ですぐに人気者になった。修業が終わり自立してから、人を故郷に行かせ、ひいおじい
さんを迎えようとした。彼は家から離れてから長いこと経っていたので、もとの家がどこへ引き越したの
もわからなかった。だから、亡くなるまでおじいさんは両親と弟と再会できなかった。J
おじいさんが私と婚約したのは戚豊10年だった。彼は一人だったので、私がまだ嫁入りする前にま
ずばあやをやって彼の世話をさせた。このばあやは梅家に一生忠実に仕えた。おじいさんは後女の長年の
苦労に感謝するため、小さな家を買って贈ったが、彼女はかたく断った。のちに彼女が亡くなったとき、
おじいさんは手厚い葬式を出してやった。J
r私が嫁入りしてから、彼はだんだん人気が出てきた。最後には、四喜班の団長になった。他の入は
彼が部長になったのをみて、彼は気分が楽になったはずだ、と思っていたが、実は彼は一生の心血をすべて
田喜班に注ぎこんでいた。全部で百人ぐらい、すべて世話をしなければならなかった。俳{愛と楽団員が
しょっちゅう彼に嫡癒を起こし、一番辛かったのは、彼が手塩に育てた一番弟子の余紫雲18もよく休みを
とって舞台に上がらなかったことだった。幸いにも、時三小福さん19がおじいさんと仲がいいので、余紫雲
が休みの時には代演してくれた。ある時期、おじいさんは恩葬のために興行を中止したために、赤字が多
くなりすぎ、ほとんど支えきれなくなったとき、時小福さんは家を売って、おじいさんにお金を貸してく
れた。
おじいさんは楽団員にいじめられ、帰ってから私に“私はきっと自分の子供に楽器を学ばせる"と
愚痴をこぼした。うまい具合にあなたの伯父さん(梅雨田)は小さいころから音楽が好きで、 3歳で木樽
の中に座り、一つの古い京胡を持って、キーキーと弾いて遊んで、いた。 8歳になって、おじいさんがどれ
が好きと開くと、彼は“楽器が好き"と答えた。おじいさんはそれを聞いて、念願にも合っていたので非
んだ。それで、北京の楽器の上手な人を招いて、あなたの伯父さんを教えてもらった。私のおいの
寅祥瑞(寅三)はちょうど四喜班で働き、京胡や笛などすべてに詳しくて、また血縁の近い親威だ、ったか
ら、最初の先生になった。だから、あなたの伯父さんを教えた人はたくさんいるけれど、費三が最初の先
生といえるね。J
「私はここまで開いて、父のことを思い出しました。私はこのようにおばあさんにたずねました。『私
の祖父、伯父のことは全部話してもらいました。父のことも教えてくださいoj彼女は私を見て雷いまし
た。 fお前のお父さん(梅竹穿)はもっとかわいそうだ、った。 26歳で亡くなってしまったoJ彼女の声が変
わり、 j民も流していましたO これを見て私も悲しくなりましたが、泣きたくても大きな芦で泣きませんで
した。なぜなら、大晦日に披女をひどく悲しませてはいけないからです。私はすぐポケットからハンカチ
を取り出し、彼女の涙をぬぐいましたO 私は『いろいろ話しましたが、もう遅くなったので、休みましょ
う。明日また話しましょう ojと雷いました。彼女は fいいえ、新年にこんな話は話せない。だから今夜
のうちに全部話そう。お前のお父さんはしっかり仕事をやり、ものを学ぶ正直な人だ、った。彼はまず老生
を学び、また小生(若い男性を演じる役続)にかわり、最談に青衣・花且(それぞれ女性を演じる役柄)
を演じた。おじいさんの劇なら、彼は全部歌えた。馴染みのお客さんがおじいさんのよ演が克られなくて
も、彼が登場するのを見たら、おじいさんのおもかげがあると患ったものだ。だから、竹芽はおじいさん
18余紫雲(1855-1899)、老生の余三勝の子で、女形役者。その子の余叔岩は有名な老生役者。
19 a寺小福 (1846-1900)、治末における著名な京劇の女形。
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の「徳政坊j、f雁内関J、「富貴全Jを演じ、評判を呼んだ。彼は遅家の福寿班に入った。我家と遅家とは
親戚だよ。披は性格が温和で、もし誰かわがままを雷って休んだら、いつも彼が代演した。我が家の経済
状況は良くなかったので、よその劇場に一間出演すると銀一両になった。劇場ではよくおじいさんが演じ
た演目をかけたけれども、それはどれもきつい仕事だ、った。彼は長い問、こんな苦しい仕事を続けたので、
体調を崩してしまった。彼はひどい病気になり、それが命を奪うほどの病気で、とても恐ろしいものだ、っ
た。薬を飲んでも全然効き目がなく、二三日で、亡くなってしまった。遅家の人は彼が死んだと開くと、
急いでやってきて、じだんだを踏みながら大声でで、i泣立いた。私が心の中で
劇団でで、疲れすぎてf体本を壊し、亡くなってしまった。あなたたちはもうこんなにやさしい人柄の俳優を見つ
けることはできないだろうよ、とoJ
「話していると、遠くから鶏の鳴き声が聞こえました。頭を上げて見ると、窓、はもう明るくなっていま
した。私は立ち上がって fもうすぐ夜明けなので、今日はずいぶんお疲れでしょう、休みませんか』と
いました。彼女は『そろそろ休みます。今日の話を通して、我が一族はこの数十年いつも自分は苦労して
他人を劫けてきたことを理解しなくてはいけないよ。将来、お前が出世したら、自分のことばかり考えて
地入を顧みないような悪い人を見習ってはいけない。お前は権家の正直な家風をよく憶えておきなさいoJ
と言いました。 被女を休ませてから、そっと自分の部屋に毘りました。ベッドに横になっても、どうして
も眠れませんでした。」
三四警班について
1950年9月初旬、梅劇団は上海から天津へ行き、天j卒中国大戯院で公演を行った。夜、は梅先生とは2問
自の北方行きで、キIJ)I!&宿、飯底却に宿泊した。ここは英国式の古鼠なホテルで、 19世紀末に建てられた。梅
先生は30年前に天津で公演をしたときも、このホテルに泊まったので、古い常連と言うことが出来るだろ
う。今国私たちは3措の端の部屋に泊まったが、ここはホテルの奥の方にあり、通りの騒音が聞こえてく
ることもなく、とても静かな場所だ、った。部屋は寝室と客間が一つずつ。ホテルの従業員は、大半が二、
三十年前から{動いている人で、梅先生とは顔なじみだ、ったので、私たちは彼らのもてなしを受けることが
出来た。
門番の老人が、深夜私たちのために門を開けてくれたとき、彼は打ちあけるように雷うには、「私は科
)I!買徳飯高が開業した日からここの仕事をするようになりました。まるまる50年以上門番をしています。梅
先生が初めてこちらにお泊まりになったとき、私は先生のために門を開けました。私の息子は今年38才で、
私の仕事を継いで、ここで門番をしています。」
梅先生は彼の話を開き終えると、彼の手を擦りながら言った。「大変申し訳ありません。あなたのよう
にお年を召している方が、こんな真夜中に私たちのために円を開けてくださり、申し訳ない気持ちです。J
私たちこ人は静かに階段を上っていった。梅先生は感慨深げに言った。 f光i塗矢の如し人の老いを催す、
いま現在年配の方に会って思い出話を開くと、だいたいが二、三十年前の話で、仰ともいえない味わいが
ありますね。」
私たちのホテル暮らしは次のようなものだった。毎日お昼の食事時、それから夜の就寝前、私たちはあ
わせてこ時間以上話し合った。話の内容はすべて『舞台生活四十年jに関することで、私が速記でメモを
取った。次の日の明け方に私は先に起き出して、そっと客間に入って原稿を仕上げ、私の弟の許源来に郵
送する。彼の整理を経て、さらに挿絵や写真を付けて、新聞社に送って発刊するのである。忙しい持には、
20アスターホテル。天津市を流れる海河のほとりに建つ老舗のホテルで、かつて孫文や伊藤博文も宿泊したことがあるとい
っ。
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私たちはしばらく仕事を中止しなければならなかった。
ある日の早朝、源来の手紙を受け取った。彼は、 f越綾堂日記.1 (李慈、銘21著)光緒八年(1882)十一月
七日の条にある「孝貞の国葬認では、劇匝員百余名が失業、みな慧仙(梅巧玲の字)のおかげで暮らしを
立てたJという記事を取り上げて、李高客(李慈銘のこと)の記載があまりに熊単過ぎるので、梅先生に
詳細を開いて欲しいとのこと。その夜は、ちょうど梅氏父子23が「砕園驚夢J24を共演したところで、梅先
生は芝居がはねて廃ってくると、少し疲れた様子にみえたが、私たちが背の“国葬"の様子を開くと、彼
は次のような説明をしてくれた。
「清朝時代、皇帝、皇太1言が亡くなると“国葬"といって、彩、の祖父(梅巧玲)が凶喜班の団長をして
いた期開に2回の“国葬"があって、田中の人がみな彼らのために喪に服さなければいけませんでした。
日間、散髪すること、宴会を開くこと、楽器を鳴らすことが禁止されました。街の飴売りのドラですら
鳴らしてはいけませんでした。各創出はすべて興行を停止しました。たった一人が死んだために、幾千幾
万の劇出員たちの生活が苦況に陥るというのは、ここに帝政時代の暴威を見ることができるでしょう。し
かも、私の祖父が受けた損失は飽の人よりもさらに大きいものでした。なんとか努力して持ちこたえてこ
の難民を乗りきった詳しい経緯は、いまは議長筆先生が私より詳しく知っています。明呂彼に教えてもら
いに行くといいですよ、きっと貴重な話をたくさん手に入れられますよ。今日は私は早めに休みます。J
一日目に上j寅したのは閣をj創立5だった。私が楽屋に着いたのが少し遅かったので、粛先生の高力士は
すでに舞台に上がっていて、彼と誌をすることが出来なかった。続いて梅先生がカーテンの内側で f出か
けるぞ、よ。jと声をかけると、出入り口付近でひしめき合っていた女官たちは、みな輝台へ出ていき、楽
はたちまちひっそりと静かになった。この演目は、上演時間は長くはないが、務合上では大変緊張する
もので、最も重い役柄はもちろん楊安妃演じる梅先生、その次が楽誌の京胡伴奏の)1貢番に当たった王少期JI
であった。揚貴妃役は、幕と幕の開で楽展に戻って衣裳を換えなくてはならず、京胡は、開場からおわり
まで全く休むことなく、“梅揺金"のメロデイをさまざまなバリエーションで繰り返さなければならない
のである。
こうして、話先生が演じ終えて、楽屋の化粧室の長テーブルで顔を洗うまでずっと待って、私はやっと
彼に梅巧玲先生が四喜班を取り仕切っている期間に 2田遭遣した“国葬"の具体的な状況を尋ねることが
出来たのである。彼は顔中をおけんでこすりながら、手を忙しく動かしながら、口では私の質問に~えて
21李潟客 (1830-1894)、原名は談、のちに改名して慈銘、結容は号。 illJ*の詩人、!夜史家。 i折江会務(紹興)の入。送光
30年(1850)22歳で県学の成長となるが、以後史て絞けに手，.挙に落第し、滋二i二に及第したのは光絡6年 (1880)52裁のとき
であった。 f越綬念日記(土、 il'r51ミの四大日記の一つに数えられる著作。当時の社会状況を知るよで佼ずれた資料である。
22 I戎笠清の后、京大后 (1837…1881)のこと。成if子野のもう一人の后が、かの有名なjIIi太后である。京大后の死はあまりに
急なものであったので、商太肢による1);殺だったのではという説もある。
お機関7rの*-T権孫玖 (1934-)I立、京劇の女形役者。 1950年代、父親に従って各地で公淡を行ったo 1956若手、梅蘭うをが日
本公演を行なったときにも河行している。現在も現役で、訳者(土屋)も中間質学中に彼の公i貨を見る機会があった。ちな
みに、梅繍芳の娘梅諜羽は老生の役考であったが、近年惜しくも亡くなった。なお、梅i鈎芳の時代までは京劇の俳俊は!J'l'1生
が多かったが、王立症の中i認では、 5ち性が男性の役柄を、女性が女性の役柄を担当することが一紋化してきており、男'生で女
性役つまり女形を担当する者は非常に数が少ない。
出「託手関驚喜多Jは中間のシェー クスピアとも称えられる明・湯:lfJ[祖 (1550-1616)の戯曲刊士丹亭滋魂記jの一幕。あらす
じ:j者安太守社主主の令t支社滋娘は、小路使いの泰香とともに自宅の庭!蚕|を散策するうちに、ふと居繰りを始め、苦手の中で;jJ]IJ
;夢梅と出会う(ここまでが「波留驚喜多J)。このi待から杜滋娘は柳~(梅に恋いこがれ、ついには病を発して亡くなってしまう。
社宝は、娘を)迄図に葬り、やがて任地を離れる。柳夢梅は科挙に赴く途中、かつての校家の庭留で社麓娘の白磁像を捻い、
喜多の中で社廃娘と出会う。その後、松:麗娘は裂の中から生き返り、ヰ子余曲折を経て;jJ]p夢絡は科挙に及第し、泉帝からの詳し
も得て、二人は夫婦となって大団内となる。
おrn妃喜平j図jのこと。あらすじ:楊食妃がj醤肴を整えて3r7誌のおなりを待っていると、玄宗は別のお后のところへおいで
になりましたとの知らせが入る。気務ちした楊14:妃は一人で泌を飲み始め、宮'eiの高力士と裟力士上手らを引きj哀れてあでやか
な舞を披露する。;筒を欽むi授のさまざまなアクロパット約な仕草が見どころで、綴i'Ui己を演じる役者の校長が防われる演目
である。
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くれた。彼は、「問治年聞には、“関葬"に遭うと、百日開、鳴り物を鳴らしてはいけなかった。百日の後、
やっと普段着で舞台にとがることが出来た。“説白清H白"といって、舞台衣裳を着てはいけなかった。
衣(貞淑な女性を演じる役柄)の頭に青い絹をかぶせ、者生はひげを付けてよく、小丑は鼻の上を自く塗っ
た。花股は頭を包む布の色で彼の身分をあらわした。そのほか顔には二筋の濃い層を描き、劇中人物の性
桂を表現した。楽隊では、大小のドラ、太鼓なととの楽器はすべて使ってはいけなかった。銅鐸を打つ人は、
左手で銅鐸を持つ姿勢を取り、右手でばちを持ち、口で銅鐸の音をまねた。太鼓を打つ人も力を入れて叩
いてはいけなかった。j
私は粛先生が楽しげに話すのを見て、続けて梅巧玲先生の四喜班の損失が、なぜ、他の難問より大きかっ
たのかその原国をたずねた。彼は、「当時の劇団には、大班・小班の区別があった。小班は捜期的で流動
組織で、資本的に弱く、人数も限りがあり、“国葬"に遭うと、維持することが出来なくなって解散する
しかなかった。大斑は限喜班、三慶班、春台班など比較的規模が大きく、また固定的な組織で、すべての
劇団員は契約を結んでいた。劇団の支配人は f下処J(つまり宿舎〕を用意して、劇団員全員に食事と住
む場所を提供していた。みな一定の給与があり、同業者の生計を世話するために、解散することが出来な
かった。ただ習'1費的に、思いがけない事件が発生して、短期間公演が出来ない時は、ほとんどが半分の給
料で劇団員の生活を支えた。梅巧玲先生の四喜斑は、出接持の待遇に照らして、劇団員全員に全額を支給
していた。当時の演劇界では、手厚い待遇だと日々に褒めそやしていたoJ
「それでは、梅巧玲先生の経済状況はきっととてもよかったのですね。そうでなければどうして維持で
きたでしょう ?J私は尋ねた。
議老先生はこの持すでに顔を洗い終えて、一杯のお茶を手にしていたが、厳しい口調で言った。何度は
決してお金持ちではなかった。披は借金をして給料を出していたんだ。こうして彼の損失は非常に大きく
なり、最もひどかったのは、 2自の“罰葬"に遭ったときだ、った〔清の穆宗載淳(間治帝)は悶治13年12
月 (1875年1月)に亡くなり、孝哲后一一穆宗載淳の妻は光緒元年 (1875)2月に亡くなり、百日経って
いなかった〕。波が収まらないうちに次の波がやってきたわけだが、彼はずっと全額支給待遇を維持して
いて、減額することはしなかった。彼自身はお金がないので、初めは手形の持ち主に借りていたが、あと
で、他人的に借りたりしていた。J
「梅巧玲先生が凶喜班の給料を払いすぎて、維持するのが難しくなったので、時小福先生に代わりに劇
聞を51き受けてもらうように頼んだ。当時、時小福先生自身泰和斑を取り仕切っていて、ニつの劇留の世
話をすることはできなかったので、承知しなかった。その後も、四喜班の経済状況がますます悪北していっ
たので、もしも援助がなければすぐに解散してしまうと思われた。多くの開業者もきっと一緒に職を失っ
てしまう。時小福先生は彼らが飢え凍えるのをただ見ていることが出来ず、梅巧玲先生に相当な額のお金
を貸した。しばらくすると、やはりまた支えきれなくなり、持小指先生はとうとう自分の住んでいた家ま
でも売って、田喜班を最後の危機から救ったのだ。j
京劇が今日の規模にまで発展することが出来たのは、田大鍛班を創業した人々の絶え開ない戦いと助け
合いがあり、そうして百年の基礎を打ち立てたからで、彼らの功畿は消し去ることはできない。今日の演
劇関係者は、彼らに対し尊敬の念を持ち、彼らに見習わなければならない。私は今回の充実した談話を聞
いて、このような感想を持った。
ホテルに戻ると、梅先生はベッドに寄りかかつて、台本を読んでいた。私が談話の内容をかいつまんで
彼に話すと、彼は台本を置き、立ち上がって言った。
「梨爵の!日時についての記載はもとより多いのですが、ほとんどは部外者による叙述なので、しばしば
見当違いなことがあって、実際とは違っていました。多くの重要な資料は、すべて将人かの老先生の記憶
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の中にしまい込まれていますから、私はあなたに早いうちに彼らから教えを請うようにしてほしいので
す。彼らに出来るだけ話してもらいましょう。この機会を逃したら、将来きっと後悔することになります。
問時に、私たちの戯臨史に大きな損失をもたらすでしょう。J
閤 f焚券」と「騒当J
(梅蘭芳の話)i私の祖父には、“焚券(借金の証文を焼き捨てる)"と (質主主を請け出す) とい
うニつの事件がありました。晩清の人の筆記にはよく されていますが、あまり詳細ではありませんし、
二人の友人の名前も記されていません。昔、祖母が話してくれたことがありますが、もう何年も経ちます
ので、記憶も陵味になってしまいました。その二人の友人も詞胞に長じていて、祖父の演劇に対して多く
の援助をしてくれました。詳しくお話ししましょう。j
i(一)“焚券"。私が小さいとき聞いたところでは、私の祖父の芝居を見るのが好きな楊鏡秋先生とい
う方がいたそうです。私の祖父の公演があるたびに、彼は風雨をいとわず辺、ず劇場に足を運んでくれまし
た。後に互いにだんだんよく知り合って、毎日会う親友になってから、彼が芝居を克ることについては玄
人というだけでなく、台本も書けることが分かりました。四喜班が上演した f貴寿国j、「乗龍会jなどの
新嬬劇は、彼の筆によるものです。彼は北京の官吏で貧しく、祖父はときどき彼を援助していました。だ
から、この本の初版では、祖母が話した焚券の対象を、夜、は楊鏡秋であると患っていました。張難先先生
はこの本を見て、彼が漢口から私に手紙をよこして、「大作を頂戴し、わずか…告で読了いたしました。
ただ22頁の「焚券」の話は、私と一生の交わりのある関思庚の間違いです。すぐに書鰐にておたずねし、
ここに返信をいただきましたので、特に御囲覧いただければ、参考に資するかと存じます。夜、がこのよう
に「面倒をいとわないjのは、“賠当"の段の気の毒な方は名前がすでに忘れられてしまっていることに
感じるところがあり、そこで詳しく調べることをいとわず、読者に知っていただこうと患ったからです。J
関さんの返信が問封されており、要約すると次のようでした。「お尋ねの亡くなった外祖父楊鏡秋と梅慧
仙の交流の件〔慧仙は梅老先生の号、巧玲は彼の芸名〕は、幼いときに亡くなった母から外祖父が北京へ
科挙を受けに行った話をいつも問かされていました。まだ及第していない頃、北京に仮住まいしていると
きは、芝居をみること楽しみにしていました。梅さんの劇を好んで、後に二人は親密に交流するようにな
り、彼のために新しい芝居を多く書き、その中では f長生殻J26を改作した数幕が最も{憂れていました。
亡くなった外程父は鴻擦という名で、湖北河陽の人で、成豊年間 (1851-61)のある科の進士となりまし
た。のちに福建省で役人をし、福ナH府の任地で亡くなりました。跡継ぎは無く、子供は亡くなった母だけ
でした。死んだときの状況はあまりよくなかったのですが、梅慧仙老人は葬儀の費用をたくさん送ってく
れました。j隠さんの手紙から、楊鏡秋は北京で亡くなったのではないことが確認でき、私は巧玲公が福
建へ行ったことがないことを知っていますから、では、祖父が楊鏡秋の霊前で借金の証文を焼くことは不
可能です。はっきりしたのは、私が記積違いをしていたことで、まず読者の方々に心からお詫び、をしなく
てはなりません。j
「張先生がこのように熱意を持って私が昔の人物を考証するのを手伝ってくれたことに、感謝すべきで
す。楊鏡秋と“焚券"とは無関係で、あることが、はっきりしました。楊鏡秋でなければ、一体誰なのか、
この問題については、最近になってやっと一つの答を得ることができました。j
i1956年3月、私は揚ナトlで公演をしていたとき、当地の張叔葬さんから手紙をもらいました。手紙の中
で“焚券"の相手に触れ、披の知るところでは謝夢漁だそうです。この能者先生の兄弟のお孫さんの詫浮
26洪昇 (1645-1704)作の長編戯級。玄主主E美子医と楊資妃の悲恋物言語を花氏。
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1さんは、今年60歳ぐらいになり、いま揚州市海高巷51号に住んで、います。披とは長年の友人で、いつも
龍家でこの話が語られるのを開いたのです。j
日目、張先生の紹介で、私は諜さんにお会いしました。私たちが昔のことについて話すと、謝さんは
小さい頃から家で聞いた事実を私に話してくれました。 I亡くなった大伯父、夢漁公はよ留という名で、揚
ナトi犠徴の人でした。清朝道光E賛成 (30年、 1850)の年の科挙で探花(第3番)となり、官は街i史にまでな
りましたが、一生清廉潔白で暮らしました。彼は古典の知識が広く、 にも精通していたので、梅慧仙
(権功玲)先生はいつも彼と一緒に文字の発音や範囲しを研究していました。同郷のよしみもあってしょっ
ちゅう背き来し、親しく付き合っていました。梅慧仙先生は謝夢漁の家計が苦しいのを知って、急、な出費
があるときにはいつも懇ろにお金を届けて被の危急を救いました。しかし彼は毎閤お金を貸してもらう
と、金額にかかわらず、いつもみずから信金の証文を書いて梅家に送りました。そのようなお金の貸し器
りが長年続き、あわせて銀三千両の借金になりました。大伯父は七0議以上生き、北京で病気で亡くなり
ましたが、揚ナ1'会館で葬式をし、慧仙老人は自らやってきて弔ってくれました。当時の習慣では、付-き合
いの深い弔問客は喪主にお悔やみを述べるのですが、慧イ出先生は伯父(鵠夢漁の息子)に会うと、借金の
証文を取り出して伯父に見せました。伯父はそれを見て、驚き怖れて苦いました。「このことは私たちも
知っていますが、今のところ実際にお返しできません。しかし，z.、ず額面通りにお返しします。」慈他先生
は首を振って伯父に雷いました。「私は借金を取り立てに来たのではありません。私とお父上とは長年の
友人で、今日その友が亡くなってとても悲しいのです。私は一つのことにけりを付けようとわざわざ来た
のです。j言い終わると、その託文を霊前にあったろうそくで焼いてしまいました。すぐにまた伯父に尋
ねました。 f今回の葬犠費用は足りていますか?J伯父は実際の苦しい状況を彼に話しました。慧イUI先生
は長靴の中から三百両の銀票(紙幣)を取り出して伯父に渡して、香典としたのです。慧仙先生はまた大
伯父の霊前をぐるぐる歩き閤って、それから気落ちしたように車に乗って去っていきました。当時その場
でその様子を実捺に見ていた親戚友人たちは感動して涙を流しました。この事はすぐに北京城中に知れ渡
りました。大伯父の古い友人李絹客先生は、かつて彼が見たことを彼のf越捜堂日記jに記したのです。J
「今回私は揚ナトiに公演に来て、思いがけず長く未解決であった問題を解決することが出来ました。これ
こそ、「鉄の卒鞍をはきつぶしでも克つからなかったものが、労せずして手に入るJ、というものです。こ
の本の改訂販を作る機会には、この事を改める必要があると思います。」
I(ニ)“瞭当"。北京へ会試を受けに来た受験生がいて、彼もまた京劇好きでした。彼は私の祖父と知
り合ってから、深い友靖を結び、祖父をとても尊敬していました。この人は演劇と文学についても心得が
あって、いつも祖父の演技の長所や短所を指摘してくれました。問時に台認の修iEも彼は手助けをしてく
れました。この友人は文学には堪能でしたが、お金のやりくりは苦手で、生活がだんだん苦しくなってき
ました。当時お金がなくなっても借りるあてがない時、唯一の急場を救う方法は、服や貴重品を持って、
質躍に仔って質入れすることでした。彼は読書人として、人に金を借りたいとは言言い出せないので、この
方法を採らざるを得ず、さらに人に知られたくないと患いました。しばらくして、祖父は彼の秘密を見破
り、彼が住んで、いる下指へ行って貫入れの証文を探し、彼に代わって請け出す準備をしました。彼は留守
でしたが、彼には頑屈な年を取った召使いが一人いて、祖父の行動を不審に，思って、口論が始まりました。
その後祖父が訪問の意図を説明して、この頑固な老召使いに質入れの証文を持たせて、一緒に質麗へ行き、
質入れされた物すべてを全部議け出し、また彼が使えるように銀二否両を置いていきました。j
「彼が戻ってきて、この事を知ると、大変感動しました。損父は彼に、毎日芝時ばかり見てはいけない、
自分の本業に努力すべきであると勧め、科挙が終わってからまたお会いしましょう、と言いました。残念
なことにこの友人はよい成擦で合格した後、まもなく亡くなってしまいました。死後の葬儀費用も、祖父
が代わりに負担してあげたのです。j
第三章幼年時代の修業
一最初の先生呉菱仙
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数日後、梅先生はまた彼の幼年時代の修業について話してくれました。
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f我が家は庚子の年(光緒26年、 1900)、すでに李鉄拐斜衝の家を売り払い、百)1真胡間に引っ越して住
んでいました。隣に住んでいたのは楊小楼、徐宝芳幻両家〔徐宝芳は徐蘭況の父で、徐i菊j元は梅先生の母
方のおじ(母の姉妹の夫))でした。のちに徐、楊甫家の前院にヲiっ越して、彼らとともに数年暮らしま
した。近くには私塾が一つあって、私はそこで勉強しました。のちにこの私塾は万仏幸子湾に引っ越したの
で、私もそこへ行って引き続き勉強しました。J
「楊小楼さんは当時すでにとても人気がありました。しかし彼は毎日夜明けに起き出して、会館の舞台
に行き、立ち回りや唱の練習をしていました。」
〔原注〕当時の北京域には、大きいものでは各省に省の会館があり、小さいものでは各県に県の会館
があった。会館の名前が多すぎて、統計するのは容易ではない。会館の中に、舞台装置を整えていた
のは多くはなかった。ただ、数少ない省の大会館に、たまにあった。新年の祝賀会が、会舘を借りて
開かれる時、有名な俳優を招き、お客さんを楽しませた。昔の科挙時代の同年の合格者たちは、会舘
を借りて交歓会を開く時も、必ず有名な俳優を呼んで来る。なぜならば、何人もの先生をお招きする
ので、参加していただき、演要会に輿を添えなければならない。辛亥革命以前、一時極めて盛んだ、っ
たのは湖広会館であった。
「楊小楼さんの出かける時間と私の学校に行く時間とは大体閉じだ、ったので、被はよく私を抱いて学校
まで送ってくれました。私は時々彼に屑車をしてもらい、彼は民話を語って聞かせてくれたり、糖韻麗を
って食べさせてくれたり、おどけて笑わせたりしてくれました。十数年後、思いがけなく、揚小接さん
と一緒に演じることができました。楽屋で舞台化粧をする持、私たちはしょっちゅう昔のことを話して、
顔を見合わせてー絡に笑いました。」
f9歳のとき、私は姉の夫朱小芽〔朱斌仙の父〕の家で修業しました。一緒に習っていたのは、いとこ
の王惹芳 (1891-1945)と朱小芽の弟幼芽でした。呉菱イ山が最初の先生で、最初に習ったのは「戦滞関j却
です。j
「呉菱仙先生は時小福老先生の弟子です。時老先生の弟子たちは、みな仙の字をつけられました。優秀
だったのは、張雲仙、秦燕仙、呉菱仙、棟寛仙、陳桐仙、呉謁伯、江)1買仙、王儀他、張紫仙など 9人でし
た。そのなかで秦燕仙は唱がうまいだけでなく、書道、絵画にも精通していました。惜しいことに、若く
して亡くなりました。そうでなければ、彼の芸術は大きな発展を遂げていたでしょう。J
「時老先生の誕生日は9月9Bの重臨節でした。その日になると、弟子たちが皆そろって被の誕生祝い
にやってきました。 8人の優等生 [9人のうち、秦燕仙は浮世した〕に対して、みんなは八仙慶寄(八人
の仙人が長寿を慶ぶ。もともとは諜劇の題名。)とおどけて呼んでいました。問時にこの8人の弟子もみ
27揚小楼 (1878-1938)は武生(立ち回り専門)の役者、父親楊月楼 (1844-1890)も京総役者。徐宝芳は小生(若い男性
役)の役者。徐衡託 (1892-1976)は梅爾芳の伴奏(京鵡)を長くつとめた。
指あらすじ:漢の武将王務は務関を守っていたが、敵将拐英に包囲され食緩が底をついてしまったO 王室完は妾の徐艶貞を殺
して、兵士に振る舞おうと考えたが殺すに忍びず、下僕の&U忠、に殺答を命じる。 &U忠は進退極まるが、 f余艶貞l立見破ってわ
けを聞き出すと~勿j して来て、銭忠、も自刻する。::E務が二人を兵士に振る舞うと、士気はあがり、救援も駆けつけ、遂に包
閥を打ち破る。
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なj園長が大きく、よく j語が欽めるので、それで、哲学八仙とも呼ばれていました。j
「呉先生が私を教えてくれたときには、すでに50歳前後でした。私は当時朱家に住んでいました。毎朝
卒起きして、 5時に私を連れて域壁の近くの空き地へ行き、歩きながら大声で発声練習をしました。お昼
を食べた後、加の発声を教える先生がやってきて、発声練習が終わるとしぐさを練習し、唱を学びました。
夜は台本を読みました。一日中、食事と睡眠を除いて、すべて仕事がありました。j
「呉先生が唱を教える}IJ震序は、まず歌詞を教え、十分に憶えてから、節閉しを教えました。彼は椅子に
底り、夜、は机のそばに立ちました。彼は長方形の木で出来た f戒方Jという板を手に持っていました。こ
れはリズムを取るのに痛いるものでもあり、また弟子を叩くことにも使うものでもありましたが、かれは
私を叩いたことはありませんでした。披の教授法はこういうものでした。杭の上に f康鼎通宝jという 4
文字を刻んだ白銅銭を重ねて置いておきます〔当時の通貨制度は、銀本位指Ijだ、った。銅銭は補助貨幣であっ
た。大銭、小銭の庇別があり、レートも異なっていた。精巧な作りの康照銭は、市場ではすでにまれにし
か見られなかった。みな鑑賞品として取っておいたので、骨董品に近かった〕。剖えば、その日「三娘教
子jの「王春践は草堂に躍し自ら患い自ら嘆く」の一段を学ぶとしたら、 20拐あるいは30関稽古するきま
りで、 l回唱ったら白銅銭を 1つ漆設りのお症に入れ、 10囲ゃったら、また銅銭を元の場所に戻して、ま
た初めからやるのです。ある時は、私は 6、7回やって、実際にできるようになったのですが、披はやは
り続けて教えました。ある時は、私は飽きてしまって、口では唱っているのですが、リズムを取っている
のも関かず、日がだんだん閉じてきて、日民りそうになるのですが、彼はいつもそっと私を押してくれるの
で、私はすぐに日を覚まし、精神を集中して、勉強を続けたのでした。彼のこのような弟子の扱い方は、
当時としては、とても進んだものでした。もしほかの先生に代わっていたら、「戒方jはおそらく私の顕
上に落ちてきていたでしょう。」
[呉先生は一つの段は、必ず数十回練習して、そうして初めてしっかりとした基礎を閤められると考え
ていました。もしも基礎がしっかりしていないと、表面的な、似て非なるものになり、長い時潤が経っと、
型が崩れるばかりでなく、忘れやすくなってしまうのですoJ
f青衣の初歩的な基本動作について、剖えば、足運び¥扉を開ける、扉を閉める、手の勤き、指の動き、
初1の使い方、ひげをひねる、靴をぶら下げる、わめく、大声で泣く、舞台を王手足で歩く、気絶して椅子に
りかかるなどのしぐさは、必ず長い期間の練習を経て、やっと正確に把握できるのです。J
151き続き、幾つかの青衣が主役の演目を習いました。例えば、「ニ進宮j、「桑翻会」、 fミ三娘敦子J、「彩
楼配」、 f三撃掌」、 f探審J、「二度梅J(郎ち「落花園J、同日宮j、「祭江J、f孝義節J、「祭塔J、「孝感天j、
「字密鋒」、「打金枝jなど。そのほか、脇役の演目、例えば、「桑額寄子j、「涜紗記j、f朱砂癒j、「岳家
庄J、「九吏天J、「捜孤救孤Jなど約三十あまりの演自でした。 18歳前、夜、は専らそのような脊衣の演自を
演じていました。時小福先生の流派でした。j
「呉先生の私に対する教授法は、非常に真菌自で厳しいものでした。披のほかの弟子と違って、彼はほ
とんどすべての精力を私一人に傾けました。彼は私を教育して有名にして、念願を遂げたいという特別な
期持があるようでした。私は修業を始めるのは運かったのですが舞台に立つのは早いほうでした。
と朱幼芳は私よりさきに修業を始めましたが、私より遅れて舞台に立ちました。なぜかと言うと、私の経
済状況が彼らより悪かったからでした。私の家庭は、その時、もう私一人のために先生を招く能力がなかっ
たので、朱家に頼んで一緒に習うしかありませんでした。呉先生は、私の身の上に再惜して、私の家運が
落ちぶれて、情況がますます悪くなり、私の出演料lこ頼って生活を支えることを知っていました。彼は真
剣に私を教えてくれましたから、私の進歩は彼のほかの弟子よりはやかったですし、舞台に立つのも彼ら
より卒かったのです。J
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梅先生はここまで語ると、感慨深げに夜、に言った。「私がこのようなささやかな成功ができたのは、揺
父が一生財を軽んじ義を重んじて、人柄が温厚で、あったおかげでした。呉先生がこのように真心で私を扱
うのは、彼が桂父と仲が良かったので、特に私に日をかけてくれたのでした。j
「呉先生は祖父が取り仕切っていた四喜班で長年働いていましたから、よく祖父の昔話を話してくれま
した。 r君のおじいさん(梅巧玲)の劇団員への待通は非常に良かった。新年や節勾のたびに、一人一人
の生活状況によって世話をしてくれた。ある時、私の家で思いがけない事件があり、被に知られてしまっ
たことがある。彼は小さく丸めた紙くずを速くに投げて、“菱仙、ピンロウだ、食べなさい!"と苦うん
だ。受け取って開けて見ると、それは何と一枚の銀票だ、ったんだ。
「なぜ、みんなには打ち明けずに、そのような方法でお金を渡したのですか。Jと私は尋ねた。
「当時の劇毘の制度では、皆一定の給料をもらっていました。」と緯先生は答えた。「そのような手当は
例外的だ、ったのです。それぞれの家庭環境、経済状況が違うので、実際の清況を考えてそのような方法で
配躍していたのです。呉先生はまたこっ言っていました。このようなお金をもらう時というのは、その人
にとってはまさに緊急にこのお金を必要としている時なのだ、と。j
ニ舞台生活の始まり
「私が初舞台を踏んだのは11歳の時、光緒甲辰 (30年、 1904)年7月7日です。広和楼で「天河配j却
を上演し、夜、は劇中艇の昆曲 f長生殿Jの「鵠橋密誓jで織女の役を演じました。これはちょうど七夕の
節句に合わせた演目でした。呉先生は私を抱いて椅子にのせて、鵠の橋に登り、前のほうに橋の書き割り
が霞かれ、橋の上にはたくさんのカササギが飾つであり、カササギの中にはろうそくがともされていまし
た。私は上に立って唱いながら、非常に興奮していました。j
13年後私は正式に喜連成〔後に富連成に改名、葉泰善が館設した京麟俳優養成所〕に参加しました。
一緒に舞台に立ったのは、康喜寿、需喜福、侯喜瑞却、金総紅、小穆子、林樹森、簡信芳31、貫大元などで
した。毎日昼の部に出演しました。私が演じたのはほとんどが青衣の演目で、主役を演じるものあり、脇
役を演じるものありでした。朝と暁はまだ朱家で芝居の勉強をしていました。J
〔原注〕養成所での上演は練習の意味も合んでいたため、俳優によってその日の演目を決める方法を
採っていなかった。養成所の習慣では、演自を主体にして、とくに立ち閤り中心の演目(原文では「武
戯J)が重視されたのである。毎呂の演呂はこのように配列された。登場する役柄が最も多く、場面
が最もにぎやかな大立ち回りの演目、問えば、「長坂披J、「虫八時廟j等を最後に寵き、これを大ト
1) (原文では「大軸戯J)と言った。生(男役)、旦(女役)、浄(敵役)が共演する唱中心の演目(原
文では f文戯J)、開えば、「ニ進宮J、「三娘教子Jなどは最後から 2番目に置き、切前(原文では「庄
軸戯J)と呼んだ。後ろから 3番自はお笑い、後ろから 4番目は武戯でした。後ろから 5、6番目は、
または老生(立ち役)一人が唱う「祭江」、 f祭塔」、「売馬J、「烏盆計」等の演目であった。初め
の3つの中には、さらに小品の武戯を入れた。この自の演自は全部で10以上あり〔この他にいつもつ
なぎの芝居があった〕、その中の3つまでが武戯であったから、当時養成所でいかに立ち田り中心の
演目が重視されていたかがわかる。
泊所諮 r-'=1二郎織女」の物語を題材とした淡目。
30 1笑妥瑞(1892-1983)、京劇の花絵(隈取りを施す役)役者。
31閣信芳 (1895-1975)、京劇の老生役者。芸名は麟麟意。 i折江怒渓の人。周芸誌はもともと役人を践す一族であったが、父
菜誌が京劇を愛好していた影響で、 6歳からJj{劇を学び、 7歳で初舞台を踏んだ。梅務芳とは、しばしば共淡している。京劇
界の震鎮であったが、文革の混乱の中で死去した。
304 土屋育子，援龍， }1室政
「このころ呉先生に青衣を習うほかに、おじの秦稚芽と伯母の弟胡二庚〔胡喜様の甥、丑(道化役)の
俳鐙〕が、いつも私たちに花旦(活発な娘役)を教えてくれました。このように勉強しながら、上演もす
るという照時進行でやっていたので、私の演技はかなり早く進歩しました。このことは朱幼芽、王葱芳に
実習の大切さを認識させ、まもなく次々と舞台に立つようになりました。朱幼茶は青衣を専攻し、
は花豆も合わせて学びました。私のおじ秦稚芥も彼に教えたことがあります。J
「私が京劇を学ぶ以前は、青衣、花旦のニつの役柄にはかなり厳棒な[K別がありました。J
「花昆の三重点は、表情、しぐさ、滑稽なセリフです。服装の色も誇張され絢備になる領向がありました。
この役柄は!日離において活発で、ロマンチックな女性を表していました。花旦の歩き方、動作は、青衣とは
明らかな違いがあり、同時に声と歌い方に対する要求も決してあまり高くありませんでした。養成所の先
は普段から弟子の才能を観察し、弟子の仕事を割り振りました。例えば、顔の筋肉の動きが柔軟でなけ
れば、この世界では「整験子jと雷いました。体格や輪郭が大きく動きが鈍く、自の動きも活発でない場
合は、これは花旦には向いていないというのです。j
「青衣は唱の技術が重んじられ、表情やしぐさはそれほど重視されませんでした。顔の表情は、ほとん
どは氷のように冷たいものでした。登場する時は必ずお腹を抱えるような姿勢をとり、片方の手を下にだ
らりと垂らし、もう片方の手をお援のところに置き、ゆっくり進んで、傾いてはいけません。この役柄は、
出掛では厳粛さ穏やかさを表し、典型的な正統派の女性を演じるのです。そのため、このような人物の場
合、観客が役者に期待するのは唱の技術だけで、彼の動作や表情にはあまり注意が向けられません。聴く
ことを重んじ、見ることはおざなりにするという習慣が作られたのです。j
「当時観客が劇場へ行くことを、芝居を聴く(原文では「聴戯J)と雷いました。もし を見る(原
文では「看戯J) と言ったなら、その人は素人だ、と笑われることでしょう。観客の中には、舞台で有名な
段がかかると、目を閉じて、手でリズムを取り、細かく役者の一節一節、一字一句をかみしめるように味
わう人もいました。唱がすばらしいものだと感じたら、大声で喝采し、満足の気持ちを表すのです。 i袋劇
界では、いまでも次のような書葉が伝えられています。“唱う(演じる)のは馬鹿、聴くのは阿呆"。この
こ勾は、当時の劇場の様子を非常にうまく表しています。J
f青衣という役柄の演技形式は、かなり長い期間守られてきました。清末になって、ょうやく変化が生
じました。最初にこれを突き破ったのは王培卿先生 (1881-1954)でした。 披は表清や動作、演技を重視
し、新しい発展を見せたのです。残念なことに、主先生は壮年で声がつぶれてしまいました〔子供が成長
する途中で声が変わるのを円到倉J(声変わり)というが、中年で声がつぶれることを「場中Jという〕。
私は彼に教えを受けたことがあるので、被の歩んだ道を歩み、彼が来たし得なかった志を完成させようと
患っています。j
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